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研究成果の概要（和文）：本研究では、リスクマネジメントの枠組みを用いてビジネスリスクを研究した。具体的に、
IT情報システム開発や自動車組み込みソフトウェア開発などに潜在するリスクを研究対象として、各ビジネス領域に特
有な性質を十分考慮し、リスクのアセスメントとマネジメントの各段階に適用できる方法、モデル、技法およびツール
を活用し、リスクマネジメントシステムを構築をした。また、リスクや不確実性が存在する両面性市場において、様々
なビジネス戦略、たとえば、ショッピングモールとサービスプロバイダである店舗の間における収益配分戦略、スマー
トフォン市場における収益配分戦略や購入サポート戦略などを意思決定問題として研究した。

研究成果の概要（英文）：We have studied some risk management problems by using a general risk management f
ramework, that is, a process which includes risk identification, risk assessment and risk management. More
 specifically, we have studied risk management problems on the offshore IT development projects and on the
 automotive software development project with development teams distributed in India, Singapore and Japan.
 The hierarchical holographic models have been developed to identify risks, and the risk filtering, rankin
g and management approach has been applied to prioritize risks and to develop the management options. More
over, we have studied business strategy on two-sided markets where business risks and uncertainties exist.
 We have developed the revenue-sharing and network investment strategies for an internet service provider 
by applying the dynamic agency theory. We have also studied the revenue-sharing and application-purchasing
 supporting strategies for a smartphone application provider.
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１．研究開始当初の背景 
ビジネスの世界では「リスクマネジメン

ト」に関連する規格・ガイドライン・指針

作りは盛んに行なわれてきた。これらの規

格・ガイドライン・指針はことばのとおり

各業界におけるリスクマネジメントの考え

方や枠組みなどについて説明するためのド

キュメントである。基本的に、‘リスクマネ

ジメントとは何か？’、‘なぜリスクマネジ

メントが必要か’、 ‘リスクマネジメント

システムを構築するには何が必要である

か？’などのような‘What’、‘Why’類の問

題を答えるような性格が強い。 

 一方、アカデミックの世界では、リスク

マネジメントに適用できる方法論、方法、

技術とツールはシステム工学をはじめ、多

くの学問分野に存在している。しかしなが

ら、ビジネス現場では、前述のリスクマネ

ジメント規格・ガイドライン・指針だけに

頼って、リスクマネジメントに関係する会

議を開き、ディスカッション・調査を通じ

て、リスクマネジメントシステムを構築す

るところは多い。このようなやり方でリス

クマネジメントシステムを構築するには大

きな問題がある。 

(1）リスクマネジメントの規格・ガイドラ

イン・指針はリスクマネジメントシステム

構築の方向性を示すものである。‘どのよ

うにリスクシナリオを特定するか？’、‘ど

のようにリスクマネジメントを評価する

か？’というような‘How’類の問題を答え

るものではない。 

(2)リスクマネジメントに関する会議を開

き、ディスカッション・調査を通じて、リ

スクマネジメントシステムを構築すること

は、科学的な方法ではなく、当事者の直感・

経験に頼る部分が多い。 

 上述のようなビジネスにおけるリスクマ

ネジメントの現状を考えて、リスクマネジ

メントに関しては、ビジネスとアカデミッ

クをつなぐ架け橋が必要であることを強く

感じている。 
２．研究の目的 

本研究の目的は、ビジネスにおけるリス

ク現象に対し、リスクマネジメントの枠組

み、すなわち、リスクの特定、リスクアセ

スメントおよびリスクマネジメント、を用

いて研究する。具体的には、IT情報システ

ム開発や自動車組み込みソフトウェア開発

プロジェクトなどに潜在するリスクを研究

対象として、各ビジネス領域に特有な性質

を十分考慮し、リスクのアセスメントとマ

ネジメントシステムの各段階に適用できる

方法、モデル、技法およびツールを活用し、

リスクマネジメントシステムの構築を支援

する。また、この研究から得られた成果（モ

デル、方法、知見など）をビジネスプロフ

ェショナルの教育に活用する。さらに、リ

スクや不確実性が存在する両面性市場にお

いて、様々なビジネス戦略、たとえば、シ

ョッピングモールとサービスプロバイダで

ある店舗の間における収益配分戦略、スマ

ートフォン市場における収益配分戦略や購

入サポート戦略などを意思決定問題として

研究する。 
３．研究の方法 

意思決定分野では、価値ベースの意思決

定方法論はリスクマネジメントの目標体系

(評価体系)の構築と対策案の創出に大きな

意味をもつ。また、システム工学分野では、

Yacov Y. Haimesらが提唱した階層ホログラ

フ ィ ッ ク モ デ リ ン グ (Hierarchical 

Holographic Modeling)は漏れの少ないリス

ク特定に重要な役割を果たしている。同じ

く、Yacov Y. Haimes らが提案したリスクフ

ィルタリング、ランキングとマネジメント

(Risk Filtering、 Ranking and Management)

は統計的方法・ツールを適用し、定性と定

量の両面でリスク分析を可能にした。さら

に、リスクや不確実性が存在している意思

決定問題に対し、動学的プリンシパル-エー



ジェント・モデルや協力・非協力ゲームモ

デルを用いて定式化し、様々なビジネス

環境における意思決定のための数値計算

アルゴリズムを研究開発する。 
４． 研究成果 

（１）オフショアアウトソーシングについ

てのリスクや課題は多くの文献で議論され

てきた。指摘されたリスク要因は単独では

なく相互に影響し合っており、これらのリ

スク要因の適切な認識が重要となる。本論

文では、これらのプロジェクトのリスクを

分類する手法として HHM（Hierarchical 

Holographic Model）を適用し、オフショア

プロジェクトのリスク分類を構造的、網羅

的に表現した。また、これらを、ビジネス

マネジメントの領域として「戦略リスク」、

オペレーションマネジメントの領域として

「ノウハウ管理リスク」、「オペレーション

リスク」、「環境リスク」、また、契約マネジ

メントの領域として「契約リスク」、といっ

た３つのマネジメント領域と５つリスクエ

リアに分類し、そのリスク構造を提示した。 

オフショアアウトソーシングのマネジメ

ントの領域を３つに分けた。このうち契約

マネジメント領域は、それぞれビジネスマ

ネジメント領域と、オペレーションマネジ

メント領域に対応する基本契約とサービス

契約とに関連づけられる。このフレームワ

ークの適用に際し、個々の項目のリスク評

価基準が重要となる。基本的な考え方は発

注者と受注者の関連性においてどれだけ合

意に至っているかのレーベルを評価軸とし

た。 

本研究で提案してきたオフショアプロジ

ェクトリスク管理フレームワークは、以下

のポイントで有効と考える。 

①断片的に取り組んできたリスク要因につ

いて、体系的に認識・分類できる。 

②発注者と受注者で共通リスク認識のため

のフレームワークとして利用できる。 

③一連のオフショアプロジェクトリスクを

横断的・継続的・客観的に可視化できる。 

④未認識のリスクや不確実性の高い要因に

ついて暫定的に管理できる。 

また、他の研究や本研究の事例を通して、

オフショアプロジェクトリスク要因の中で

も、発注者と受注者の間で戦略的な方針や

契約合意が、非常に重要であり、これが長

期的には、個々のオフショア作業のリスク

を抑制しいくことの重要さを示した。さら

に分類されたリスク要因に対してその特性

を正しく理解し、リスク頻度の抑制か、リ

スク影響の抑制か、の対応方針を討議して

いくことも重要と考える。具体的な情報を

もとにリスクベースでリスク要因を制御す

ることが望ましいが、上記で述べた通り、

必ずしも KPI、SLA のみでは管理できない。

例えば、情報セキュリティのように正確な

影響や発生確立は曖昧性があっても、発注

者と受注者で予防的なリスク対策を事前に

合意しておくことも重油である。また社会

的な流動性のある影響、例えば労働者の集

団交渉的な行動においては、討議ベースの

対応プロセスなど責任強化を事前にしてお

く必要もある。より深い議論と討議ででき

るだけリスクベース制御に載せておくこと

がいずれにせよ重要である。もちろん具体

的なリスク要因が特定されれば、個別に対

応計画を立て早急に対応することが重要で

あることは間違いない。しかし一連のオフ

ショアに委託される複数のプロジェクトの

中で、リスク管理の全体最適をどう行うか

という視点で、相対的にリスクが高い領域、

時間的なリスク傾向を分析できることが有

効と考える。 

(2)リスクマネジメントの枠組みを自動車

組み込みソフトウェア開発プロジェクトの

リスクマネジメントに拡大して応用した。

企業訪問・インタビュー調査を実施し、企

業の海外拠点を含む３か所のグローバルな



専門家チーム（日本2名、インド2名、シン

ガポール２名）を作った。この専門家チー

ムが自動車組み込みソフトウェア開発プロ

ジェクトにおけるリスク特定のための階層

ホログラフィックモデルを構築した。この

階層ホログラフィックモデルを用いて、リ

スク特定を実施した。特定されたリスクに

対し、次のような３段階の評価によって、

リスクのフィルタリングを実施した。 

①プロジェクトの成功に関係する主要なメ

ンバー（プロジェクトマネージャ、技術者

など）がプロジェクトのスコープ、責任範

囲などの視点から、リスクを評価した。 

② 専門家チームがさらにリスクのプロジ

ェクトに対する影響度と発生の可能性の側

面から、第１段階に残されたリスクを定性

的に評価した。 

③ 専門家チームが五つの基準（品質、工期、

費用、モチベーション、成長）からなる目

標体系を用いて、第２段階に残されたリス

クを評価した。その結果、リスクの数はか

なり絞られた。これらのリスクに対し、業

務レーベル、産業レーベル、グロバールレ

ーベルにおける様々な対策案を検討し、そ

のリスクマネジメントの効果を分析した。 

(3) 今日の多くの産業で、ネットワークを

介した商取引、すなわち電子商取引(EC）が

一般的に見られるようになっている。従来

は特定の企業間商取引(B to B)における電

子データ交換(EDI)や銀行間の電子資金移

動(EFT）などが主であったが、近年はイン

ターネットを利用した不特定多数間の商取

引(B to C、C to C)が急成長している。イ

ンターネットを利用した不特定多数間の

EC では、プラットフォームが重要な役割を

果たしている。プラットフォームは多数の

売り手と買い手を仲介し、取引円滑化のた

めに、 ルール制定や不正監視、決済等のサ

ービスを提供する。代表的なプラットフォ

ームとしてはアマゾン、楽天、アップルな

どが挙げられる。売り手や買い手はこのよ

うなプラットフォームに参加することで取

引相手の探索や交渉のコストを削減できる。 

プラットフォームに参加する売り手と買い

手の間にはネットワーク効果が存在し、一

方の側の参加者の増は他方の側の効用を高

める。すなわち、売り手にとっては自分の

参加している PF により多くの買い手が参

加するほど取引機会が増え、一方、買い手

にとっては売り手が多いほど選択肢が増え、

より有利な条件で購入する可能性が高まる。 

このことは逆に、買い手の少ないプラット

フォームに売り手は参加したいとは思わず、

売り手の少ないプラットフォームに買い手

は参加しようとは思わないことを意味する。 

このような特徴を有する市場は両面性市場

と呼ばれる。 

本研究では、不確実性やリスクが存在す

る E-コマースを取り上げ、プラットフォー

ムであるショッピングモールとサービスプ

ロバイダである店舗の間における最適収益

配分について研究した。E-コマースではモ

ールはエンドユーザである消費者に課金し

ないので、市場が生み出す収益は店舗の売

上として認識され、モールはこの売上を店

舗との間で配分する。店舗が消費者に対し

てより多くの販売努力を行うほど、売上は

拡大する。従って、モールは店舗が一層の

努力を行うようにインセンティブを与え、

モールへの収益配分を増やすことを目的と

している。このような問題を動学的プリン

シパル-エージェント・モデルを用いて定式

化し、最適収益配分戦略が存在することを

示していた。さらに、近年急速に利用者が

増加しているスマートフォン市場を取り上

げていた。スマートフォン・メーカーはリ

スク回避的である場合を取り上げ、収益配

分問題をリスク-センシティブ確率制御問

題として定式化し、最適収益配分戦略や購

入サポート戦略が存在することを示してい



るとともに、スマートフォン・メーカーの

リスク感度の変化が最適戦略に与える影響

について考察していた。 
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